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いまあらためて考えたい
プロとしての撮影ビジネス

　フォトグラファーの神社での撮
影マナーが未だ問題視されていま
す。マナー講座を行なうフォトグ
ラファーもいますが、そういう機
会を設けないと理解できない人が
いるという実情は問題視せざるを
得ません。
　デジタルカメラの多機能化に始
まり、AI による利便性の高い環
境は、フォトグラファーにさまざ
まな可能性をもたらしています。
そうしたなかで「プロの定義」と
は何かを考えると、いかに「クリ
エイティブ」な発想や行動を実践
できているか、がポイントに挙げ
られます。
　今の時代のフォトグラファーに
求められることは何か。以前と同
じような活動は、もはや通用しな

　　 昨 今 の PHOTO 
NEXT の出展傾向を見
ると、1 社単独ブースよ

りも共同で出展して総合力を発揮
している動きが見られます。キッ
ズ衣装を扱う業者が集まって大
きなブースを構えている例もあれ
ば、撮影からプリントまでトータ
ルソリューションを提案している
ケースもあります。
　商品展示に加え、その具体
的な活用方法や成功事例をセミ
ナーなどを通じて積極的に情報
発信しているブースには、常に多
くの来場者が集まっている印象を
受けます。

　出張撮影のマッチング
サイトが台頭したことで、
ママフォトグラファーを
はじめフリーランスとし

て活動する人口が増加しました。
これにより、記念撮影の需要は
大きく伸びました。一方で、差別
化やブランディングが重要視され
る時代に入っています。
　子ども写真チェーンも、新たな
舵を取っている印象を受けます。
ベビーやキッズは少子化により、
撮影のパイは縮小の一途を辿っ
ているので、成人振袖やビジネス
ポートレート、さらにはシニアフォ
トの分野も視野に入れて取り組む
など多様化してきました。価格競
争が巻き起こることもありますが、
これに影響されないように、ペッ
トや料理など人物以外の撮影領
域にシフトするフォトグラファーも
見られます。

フォトグラファーとしてさらなる高みを！

新たなステップアップの機会に

 最終出展申込締切迫る！
2 月 27 日（金）までメールにてお申込ください

③
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いのか。その答えは「撮影するこ
との意義」にあります。そこが明
確化されているか否かで、撮影ビ
ジネスへの向き合い方は変わって
くるのではないでしょうか。
　先日、物撮りをメインに活動す
るフォトグラファーから以下のよ
うな連絡がありました。「仕事が
バッティングしたので物撮りフォ
トグラファーを探したのだが、お
しゃれには撮れるけど、ある程
度のクオリティとちゃんとコミュニ
ケーションがとれる人が見つから
なかった」そうです。
　本人曰く、現場の実感として「紹
介できる人が少ない」と感じる
のは、専門性や設備（スタジオ、
照明、ライティング技術）を必要
とする物撮りというニッチなスキ
ルセットの市場が、相対的に縮小
および流動化している傾向にある
ことを懸念していました。せっか

フォトグラファーとして活動する人が増加するなかで、いかに差別化を図っていくかが求められている
（写真はイメージ）

く依頼のあった仕事も、紹介でき
る人がいないために断るケースも
あるようです。
　SNS で声をかけると「撮った
ことはないけど物撮りやります！」
という反応が返ってくることもあ
るんだそうです。一方で反射物や
精密な質感、表現よりも「おしゃ
れに撮れたら OK」という風潮も
あります。医療機器や建築資材
のような、ガチガチな物撮りを行
なう人材は、もはや貴重な存在
になっています。
　こんな話も聞きました。「フォ
トグラファーの売り込みが来るの
で面談をしたところ、ライティン
グをしたことがないとか、照明機
材を持っていないとか、そもそも
カメラやレンズを複数持っている
ほうが珍しい…という話を聞いて
辟易した」。確かに、そういうレ
ベルで仕事を受けようと考える勇
気、理解力や思考力は、プロとし
ていかがなものでしょうか。
　これまで主催者が発行する月
刊誌「スタジオ NOW」では、マ
ルチに活動したり、新しい思考で
撮影ビジネスに取り組むフォトグ
ラファーなどを取材してきました。
良いところ、参考にしたいところ
は真似るべき。そこからオリジナ
リティが生まれることもあります。
本年の PHOTONEXT も、さま
ざまなスタイルで活動するフォト
グラファーによる、セミナーを中
心とした企画プログラムを用意。
新たなステップを踏むきっかけと
なれば幸いです。
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く、対面販売会へのご要望も多く
いただいておりました。そこで毎
年、ニューボーンフォトグラファー
さんが多く集まっていらっしゃる
PHOTONEXT さんに出展するこ
とにしました。
　お作りさせていただいているプ
ロップスはヘッドバンド、ボンネッ
ト、ピロー（本体・カバー式）、
ドレスやロンパース・セットアップ
衣装など多岐にわたります。ミシ
ンが得意な作家、編み物が得意
な作家それぞれ在籍しております
ので、種類も品数もいつも豊富に
ご用意しております。
　オンライン販売ではふわふわ加
減、生地感、お色味などお伝え
しにくいことがたくさんございま
す。直接見て触って選んでいただ
ける場、皆さまがお集まりいただ

　lapis lazuli は、生後間もない
赤ちゃんの神秘的で愛らしい姿を
撮影する「ニューボーンフォト」
のフォトグラファーさん向けに、
プロップス（小道具や衣装）を
販売しているハンドメイドショップ
です。出産経験のある日本人ママ・
ハンドメイド作家が 1 つひとつ丁
寧に、愛情を込めて製作をしてお
ります。
　弊店は発足 4 年目のまだ新し
いショップではありますが、作家
たちはそれぞれ得意な分野で活
躍をしてきたメンバーです。ニュー
ボーンフォトに出会い、小さくて
可愛い小物たちを作ることに幸せ
を感じながら活動させていただい
ております。
　ハンドメイドプロップスを直接
見て購入できる場はとても少な

Instagram
@lapis_newborn_props
HP
https://lapisprops.thebase.in/
Mail
lapis.props@gmail.com

いている場でお会いできることを
楽しみにしております。是非、当
日はラピスのブースにもお立ち寄
り下さい。お待ちしております。
　詳細およびお問い合わせは、
右記まで。

新規出展INFO
ハンドメイド愛情プロップス lapis lazuli

～ニューボーンフォト小道具店～
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いやアイデアを共有できる、特別
な場だと感じています。実際に手
に取って素材感や縫製の細部を
ご覧いただき、現場で『使われ
続ける衣装・プロップス』として
の価値をお伝えしたいと思い、出
展を決めました」
　ブースでは、ニューボーン向け
衣装やアクセサリーに加え、1 歳・
3 歳・5 歳・7 歳の子ども向けの
衣装も紹介予定。「写真に写る一
瞬が、より温かく、記憶に残るも
のになる、そんな撮影のお手伝い
ができれば幸いです。ぜひお気軽
に、SKmori のブースへお立ち寄
りください」

　ニューボーンフォトやマタニティ
フォト向けの衣装・プロップス
を中心に、すべて一点一点ハン
ドメイドで制作しているブランド
SKmori は、赤ちゃんや家族に
とっての「安心・安全」を第一
に考えながら、繰り返しの撮影や
洗濯にも耐え、 フォトグラファー
が長く安心して使い続けられる品
質を大切にしています。「写真とし
て残したときに、柔らかさや物語
を感じられるデザインを心がけて
います」といいます。
　「PHOTONEXT は撮影に関わ
るプロフェッショナルの皆さまと
直接つながり、作品づくりへの想

Mail：sk.jp.studio@gmail.
com へ。

　詳細およびお問い合わせは、
Instagram：@sk.mori . jp、

新規出展INFO
『使われ続ける衣装・プロップス』の価値を発信

～SKmori～



今後の更新予定

①主催者新企画コーナー
②セミナーイベントプログラム
③会場マップ・出展社ブース・アウトレット情報
④2026メインビジュアル
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引き続き、最新情報は公式サイトにてご確認ください

● 本冊子は PHOTONEXT 関連トピッ
クをまとめた通信誌です。
● vol.2 と vo.3 では、出展のお申し込
み締め切りをアナウンスする目的で、印
刷物にてお届けいたしました。今後の情
報については公式サイトに掲載いたしま

す。更新時には公式 LINE アカウントや
インスタグラムなどでお知らせいたします
ので、引き続きご注目ください。
● PHOTONEXT に関するお問い合わ
せは主催事務局まで（TEL：03-6302-
0801、メール：info@photonext.jp）

主催団体 : 日本フォトイメージング協会
                一般社団法人日本写真映像用品工業会

主催 : 株式会社プロメディア

特別協賛 :日本営業写真機材協会

③www.photonext.jp

《PHOTONEXT 情報満載の月刊誌》
撮影ビジネスの現場からいまを伝える情報誌「スタジ
オNOW」。最新トレンドのほか、会期に向けて企画コー
ナーや出展社ブース、セミナープログラムの詳細など
をお届けいたします！（写真は2026年2月号表紙。
定期購読のお申し込みは info@studionow.jpへ）

パシフィコ横浜Bホール

2026年6月16日（火）〜17日（水）

主要スケジュール
◎最終申し込み締め切り： 2 月 27 日（金）
◎出展社説明会 / 小間割抽選会： 3 月 27 日（金）
◎搬入日： 6 月 15 日（月）
◎会期： 6 月 16 日（火）〜 17 日（水）

お得な情報をタイムリーにお届け ！
新公式 LINE アカウント

・前号で、新しい公式 LINEアカウントについてご案内いたしました。出展社様にとっ
ては、ブースで来場者様にLINE 登録いただくことで、データにて資料をお送りす
ることができたり、会期終了後も情報共有いただけます。

・来場者様にとっては出展社様とのつながりに加え、会期中はアウトレット出品やセミ
ナー内容など、会場でタイムリーな情報をキャッチできます。

・ブースにて来場者様がQRコードをスキャンすると、出展社様が情報を発信した
いカードメッセージが瞬時に提供されます。遷移ボタンを通じてカタログPDFや
ECサイト、SNSアカウントへの誘導、フォロー申請を促すことも可能となります。

・この機会に、ぜひご登録ください。出展をお申し込みいただいた各社様には、詳
細やオプション料金などをご案内いたします。

ぜひご登録ください→

ブースにて QR コードで LINE 登録
することで、さまざまな情報が得ら
れるます。（写真はイメージ）

［使用システム概要］
社名：findout.inc
商品名：SAKINA CDP


